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大学有特許の譲渡について 
 

 

平成 23 年 1 月国立大学法人東京農工大学は、船井電機株式会社に対して、タブレットなどでのスク
ロールに関する一連の特許（付録表の 1番目の特許を主要特許とし、それに関連する後続 4件）を譲渡
しました。 
譲渡金額については、契約書の守秘義務規定により開示することができませんが、平成 22 年度に全

国立大学法人が売却した特許の中でも、極めて高額な例になると予想しています。 
本発明の主要特許は、文部科学省科学研究費補助金・試験研究「発想支援手書きインタフェースの試

作」において、中川正樹氏（当時・本学助教授、現在・教授）、小國健氏（当時・学生、現・NTTデー
タ勤務）によって発明され、特許番号 2とともに、国有特許として出願され、その後、国立大学の法人
化に伴い本学が継承した特許です。 
研究開発はその後、通商産業省（現在・経済産業省）傘下の情報処理振興事業協会（現在・情報処理

推進機構）による創造的ソフトウェア育成事業において、関連企業の参画を得て「手書きインタフェー

スの高度化」として推進され、澤田伸一氏（当時・技官、成徳大学講師を経て退職）、堀田耕一郎氏（当

時・学生、現・日立ソリューションズ勤務）が加わり、後続の発明、プロトタイプの試作、その有効性

の検証がなされました。 
プロトタイプは、ペンによって実証していますが、直接指示、直接操作のその他のもの、たとえば指

操作も包括しており、実施装置も、大型の電子ボードから、タブレット PC、携帯端末も包含しており
ます。小型の装置では、何回もスクロールしなければならなかったり、大型の装置では腕を装置一杯ま

で伸ばさないと操作できなかったりする問題を解決するために、スクロールの速度に応じて、スクロー

ルの比率を高め、それにふさわしいユーザインタフェースを提案しています。 
技術は国立大学法人有の特許であり、我が国の知的財産立国の方針の下、知的所有権の有効活用、研

究大学としての社会貢献、本学の教育・研究へのインパクトなどを考慮し、我が国のメーカに有効活用

されることは、これらすべてにおいて高い効果が期待されることから役員会での承認を経て、譲渡が決

定されました。（付録表、売却特許については、次ページ参照） 
なお、技術移転には、産官学連携・知的財産センターが担当して参りました。 

 

 
◆本件に関する問い合わせ◆   

東京農工大学産官学連携・知的財産センター 知的財産部 TEL：042-388-7550 
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付録表、売却特許名 
 

番号 特 許 名 称 番  号 発明者 所 有 者 概   要 

１ Human Interactive 
Type Display System 

U.S. Patent 
No. 6,128,014 
(2000.10.3) 

中川 正樹 
小國 健 

国立大学法人 
東京農工大学 

ペン先の移動量と移

動速度に応じてウイ

ンドウをスクロール

する方法 
２ Human Interactive 

Type Display System 
U.S. Patent 
No. 6,683,628 
(2004.1.27) 

中川 正樹 
小國 健 

国立大学法人 
東京農工大学 

上記で、間接指示で

ありながら直接指示

の感覚を与える関係

を図示 
３ 表示装置の表示内容 

制御方法 
特許 3475235 
平15年9月26日
登録 

中川 正樹 
澤田 伸一 
小國 健 
堀田 耕一郎

国立大学法人 
東京農工大学 

ペン操作に適した

GUIの操作方法 

４ 表示装置の表示内容 
制御方法 

特許 3959462 
平19年5月25日 
登録 

中川 正樹 
澤田 伸一 
小國 健 
堀田 耕一郎

国立大学法人 
東京農工大学 

ペン操作に適した

GUIの操作方法 

５ Method for 
Controlling Displayed 
Contents on a Display 
Device 

U.S. Patent 
No. 6,862,712 
(2005.3.1) 

中川 正樹 
澤田 伸一 
小國 健 
堀田 耕一郎

国立大学法人 
東京農工大学 

ペン操作に適した

GUIの操作方法 

 


